
特別養護老人ホーム いずみの園

シニアレジデンスいずみの森から
いずみの園を望む

ユニット型個室を備えた新型特養となる「ヨハネ館」
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「
２
０
１
５
年
問
題
」
と
い
う
言
葉
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

平
均
寿
命
が
男
性
78
歳
・
女
性
85
歳
と
、
日
本
は
世
界
有
数
の
長

寿
国
だ
が
「
２
０
１
５
年
」
に
は
更
に
戦
後
生
ま
れ
の
団
塊
の
世

代
が
高
齢
期
に
到
達
す
る
。
そ
の
後
、
２
０
２
５
年
に
高
齢
者
は

３
５
０
０
万
人
と
な
り
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
は
倍
増
し

て
２
０
０
０
万
人
と
な
る
。
高
齢
化
社
会
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
が
、
そ
の
時
、
団
塊
の
世
代
に
よ
っ
て

日
本
の
超
高
齢
社
会
は
顕
在
化
す
る
。

　

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
と
言
わ
れ
た
団
塊
の
世
代
は
、
戦
後
の
日
本

の
経
済
、
貿
易
、
技
術
そ
し
て
流
行
の
中
核
を
担
い
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
の
マ
ス
プ
ロ
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
小
中
学
校
は

急
造
の
プ
レ
ハ
ブ
教
室
、
高
校
、
大
学
は
受
験
地
獄
を
体
験
し
た
。

全
共
闘
世
代
も
団
塊
族
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
も
彼
ら
の
も
の

だ
っ
た
。
こ
れ
が
会
社
に
入
っ
た
ら
典
型
的
な
会
社
人
間
。
高
品

質
製
品
を
職
人
気
質
で
つ
く
り
、
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
世
界

を
制
覇
し
た
。
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
と
批
判
さ
れ
た
り
、
窓

際
族
も
経
験
し
た
り
し
た
が
、
誇
り
と
自
尊
心
だ
け
は
人
後
に
落

ち
な
い
。
退
職
金
、
年
金
を
上
手
に
遣
い
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
お

洒
落
な
老
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
オ
ブ
ラ
イ
フ
）
を
楽
し

む
人
た
ち
だ
。

　

い
ず
み
の
園
は
基
本
方
針
を
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
快
適
サ
ー
ビ
ス
）」

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
（
人
間
性
尊
重
）」「
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
（
地
域

重
視
）」
と
し
て
い
る
。
他
に
先
駆
け
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
認
証
）
を
導
入
し
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
た
。
今
般
、
利
用
者
の
個
別
性
を
尊
重
し

た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
個
室
化
（
40
室
）
を
行
い
、
昨
年
は

欧
米
並
み
の
戸
建
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
も
完
成
し
た
。
本
格
志
向

型
の
団
塊
の
世
代
に
、
い
ず
み
の
園
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
、
自
信

を
持
っ
て
お
お
く
り
し
た
い
。

〈
事
業
内
容
〉

介護老人福祉施設（特養）
ショートステイサービス
デイサービスセンター
グループホームベテルハウス

かきぜサポートセンター
障害者デイサービス事業
生きがいデイサービス事業
児童クラブ事業

介護保険サービスセンター
在宅介護支援センター
障害者生活支援センターエマオ
配食サービスセンター

訪問看護ステーション
クリニック
リハビリセンター
介護実習・普及センター

ホームヘルパーステーション
シルバーハウジング事業
ケアマンション聖愛ホーム
シニアレジデンスいずみの森

ISO9001認証取得

高齢者介護及び
リハビリテーションサービス

編集・発行／社会福祉法人 九州キリスト教社会福祉事業団

　　　　　　介護保険総合ケアセンター いずみの園 企画課

2007年（平成19年）４月25日

〒871-0162  大分県中津市永添2744　TEL 0979ー23ー1616㈹
http://www.izuminosono.jp　E-mail:sogocare@deluxe.ocn.ne.jp

その

❶アメニティ（快適主義）
　 快適なサービス、快適な環境、
　 笑顔のサービス提供を行う。

❷ヒューマニティ（人間主義）
　 心と体の自由を尊重、一人ひとりの個性
　 を大切にしたサービスの提供を行う。

❸ローカリティ（地域主義）
　 地域と共に歩み、地域の福祉
　 拠点としての役割を果たす。

それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、
いつまでも残る。その中で最も大いなる
ものは愛である。

コリントの信徒への手紙Ⅰ 13：13Since1978

信望愛

第47号

基
本
理
念

神と人とに仕えるキリスト教の愛と奉仕の精神を基本理念とする



理事長

総合施設長

理事会 評議員会

各種委員会 品質管理室
（ISO推進委員会）

ケアマンション聖愛ホーム
ホーム長

ケアハウス事業部在宅サービス事業部特養事業部医療事業部総務部

介護保険総合ケアセンターいずみの園
施設長
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介護保険総合ケアセンターいずみの園  組織図
（2007年４月１日現在）

重点実施項目

設備・車両の安全提供

利用者のニーズにあった食事の提供

利用者満足度の測定及び分析

職員の資質向上とサービスの向上

研修の多角化と各部署タイアップ研修促進

インフォームドコンセントの徹底、稼働率100％
週３回の入浴の実施、重度者の離床率アップ

経管より経口摂取への取り組み、ターミナルケアの実施と充実

リハビリテーション実施計画書作成

要介護度改善への取り組み

通所介護計画作成・評価

要介護度改善、安全なサービスの提供

介護給付への移行者ゼロ

豊かな人間性の育成を目指して

ケアプランの評価と見直し、地域・家族との交流

ケアマネジメントの質の確保・向上、個々のマネジメント能力を高める

相談業務の内容充実、機能向上、各関係機関との連携強化

サービスの質の向上

サービスの改善と質の向上

地域住民とのコミュニケーション作り、関係機関との連携

医療事故の予防

活動評価にてアクティビティの情報共有

地域の方々による行事の開催、健康教室の開催

総務課

栄養課

企画課

いずみの森

研修課

相談課

介護課

看護課

リハビリ課

ふれんど館

ふれあい館

かきぜサポートセンター

　・生きがいデイサービス北堀川

　・児童クラブピーター

グループホーム

介護保険サービスセンター

障害者生活支援センターエマオ

訪問看護課

訪問介護課

　・シルバーハウジング

クリニックいずみ

リハビリセンターいずみ

ケアハウス課

総務部

特養事業部

在宅サービス事業部

医療事業部

ケアハウス事業部

事業部・課・事業所名

　地殻変動ともいわれる環境変化の中で、社会福祉法人の変革と柔軟な経営姿勢が求められる時代となった。

　いずみの園ではこれまでもサービスの質の向上、経営の多角化、人材の育成を図ってきたが、今後もこの方針に間違いは無く、

昨年に引き続き基本方針を「Quality（クオリティ）．Management（マネジメント）．Mission（ミッション）」として、
その推進に全力を投入する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずみの園　総合施設長　冨永　健司

介護保険総合ケアセンターいずみの園

Ⅰ．2007年度基本方針（Quality. Management. Mission の推進）より

Ⅱ．重点実施項目（主なものを抜粋）

ワンランク上のサービス、高品質商品、サービス
改善、ISO認証、オリジナリティ、CI、ヒューマ
ニティ

Quality（高品質）への取り組み
コンプライアンス、マーケティング、経営力、商品
開発、顧客第一主義（顧客の立場にたった視点で、
最も良いもの・癒し・優しさ・愛を捧げる）

Management（経営・管理）への取り組み
キリスト理念（神と人とに仕えるキリスト教の愛と
奉仕の精神）、フロントランナーの誇りと責任、地
域福祉と人間愛の高い志を持つ

Mission（使命）
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い
ず
み
の
園
だ
よ
り
46
号
で
も
ご
報
告
し
ま
し
た
が
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
み
の
園
で
は
２
０
０
６
年
10
月
か
ら
増

改
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
当
初
の
予
定
通
り
２
０
０
７
年
３
月
末
に
、
無
事

第
一
期
工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

完
全
個
室
型
の
居
室
や
、
キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
ホ
ー
ル
、
交
流

の
た
め
の
リ
ビ
ン
グ
や
共
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
、
新
た
に
誕
生

し
ま
し
た
。

　

早
速
４
月
初
め
に
、
全
部
署
職
員
の
協
力
体
制
の
下
、
お
引

越
し
を
敢
行
し
ま
し
た
。
ご
入
居
者
や
ご
家
族
か
ら
の
評
判
も

良
く
、
職
員
一
同
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
お
部
屋
に
お
伺
い
し
て
み
る
と
、
思
い
出
の
滲
む
素
敵

な
家
具
、
優
し
い
色
合
い
の
絨
緞
、
ご
家
族
の
笑
顔
が
並
ぶ
写

真
立
て
等
を
ご
家
族
が
持
っ
て
来
て
下
さ
っ
て
お
り
「
こ
の
方

ら
し
い
お
部
屋
に
な
っ
て
い
る
な
ぁ
」
と
感
じ
ま
し
た
。
本
館

へ
も
連
絡
通
路
か
ら
木
の
良
い
香
り
が
漂
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
第
二
期
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
が
、
既
存
部

分
の
改
築
改
修
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
た
め
の
部
屋
や
理
美
容
コ
ー
ナ
ー
、
歯
科
診
療
の
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
、
売
店
な
ど
も
備
え
ら
れ
る
計
画
で
す
。
完
了
は

２
０
０
７
年
６
月
末
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

河野　十萌
北九州保育福祉専門学校卒

宮﨑　千恵
熊本学園大学卒

馬渡　智子
九州保健福祉大学卒

髙西　保行
第一福祉大学卒

枌　　利治
大分介護福祉士専門学校卒

清水佐知子
西九州大学卒

原田あずさ
西南女学院大学卒

嶋田真未子
西南女学院大学卒

岩永　朋子
西南女学院大学卒

橋本　晃一
佐賀短期大学卒

恩塚　智光
九州保健福祉大学卒

　いずみの園ではこの４月に11名の新卒新任職員を迎えた。希望者に対して３月初旬から現場で
の実務研修を受入れ、３月25～30日の６日間はプログラムに則って新任職員研修を行った。研
修のねらいは ①社会人、組織人としての自覚を持つと同時に、社会福祉従事者として仕事に取
り組む基本姿勢を確立する ②職場生活の基本動作、仕事に必要な基本的知識、技術、技能を
習得する ③研修を通じて職場の理解を深め、職場構成員としての連帯感を深める の３点が主な
ものである。これから共にいずみの園の理念を実現していく仲間を紹介します。

各ユニットにある玄関

第
一
期
工
事 

完
了
報
告

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

い
ず
み
の
園  

増
改
築
工
事

共用スペースのくつろぎコーナー 居室内のようす 居室の扉は引き戸仕様



いずみの園だより　第47号

�

　

ふ
れ
ん
ど
館
は
大
分
県
で
第
１
号
の
歴
史
を
持
つ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
従
い
、
ご
利
用
者
の
目
的
に
合
っ
た

リ
ハ
ビ
リ
、
口
腔
機
能
向
上
、
栄
養
指
導
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
理
学
療
法
士
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
を
配
置
し
、

機
能
向
上
訓
練
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
脳
の

活
性
化
を
目
的
に
、
手
工
芸
、
書
写
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取

り
入
れ
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
四
季
折
々

に
、
季
節
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
行
事

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
館
は
、
認

知
症
の
専
門
的
な
ケ

ア
を
特
徴
と
す
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

平
屋
の
戸
建
住
宅
を

改
築
し
た
一
風
変
わ
っ

た
建
物
で
す
が
、
玄

関
を
く
ぐ
る
と
温
も

り
の
あ
る
木
目
調
の
内

装
や
木
の
香
り
が
漂
う
、

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ

る
、
癒
し
の
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
（
痴
呆
症
）
の
あ
る
方
で
も
「
そ
の
人
ら
し
く
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
」
配
慮

し
、
ご
利
用
者
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
思
い
思
い
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
・
日
も
休
ま
ず
営
業
し
、
夕
食
付
き
の
延
長

利
用
も
行
っ
て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
ご
利
用
者
や
ご
家

族
の
意
向
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
、
皆
様
か
ら

ご
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。
住
宅
地
と
隣
接
し
て
い
ま

す
の
で
、
近
所
の
子
ど
も
達
が
気
軽
に
遊
び
に
寄
っ
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
交
流
も
盛
ん
で
賑
や
か
で
す
。

平
成
19
年
３
月
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
体
験
利
用
も
開
始

し
ま
し
た
。
準
備
し
て
頂
く
も
の
は
、
食
費
代
600
円
の
み

で
す
。
ご
希
望
に
よ
り
自
宅
ま
で
送
迎
も
致
し
ま
す
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
ご
家
族
の
ケ
ア
で
お
悩
み

が
あ
る
方
は
一
度
見
学
、
相
談
に
ご
来
館
下
さ
い
。
職
員

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
い
ず
み

に
併
設
さ
れ
た
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
す
。

　

介
護
保
険
法
に
従
い
、
要
介
護
・
要
支
援
者
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
可
能
な
限
り
自
宅
で
自

立
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
心
身
機
能
の
回
復

と
維
持
を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
医
師
の
管
理
下
で

こ
れ
ら
を
行
い
ま
す
。

　

当
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
師
の
指
示
、
指
導
の

も
と
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
看
護
師
、
介
護
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
立
場
か
ら
、
ご
利
用
者
の
体
や
心

の
動
き
の
維
持
回
復
を
図
り
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。 

いずみの園 通所サービスへようこそ!! ■デイサービスセンターふれんど館
■デイサービスセンターふれあい館
■リハビリセンターいずみ

■かきせサポートセンター
　●デイサービスセンターかきぜ
　●障がい者デイサービス（障害者自立支援法 生活介護）
　●生きがいデイサービス北堀川

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

ふ
れ
ん
ど
館

　

営
業
日
／
毎
日
（
年
末
年
始
除
く
）

　

時　

間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

ふ
れ
あ
い
館

　

営
業
日
／
毎
日
（
年
末
年
始
除
く
）

　

時　

間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分 

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
い
ず
み

　

営
業
日
／
月
〜
金
曜
日
（
祭
日
除
く
）

　

時　

間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分 

定員35名

定員20名

定員20名

【１日の流れ】
①健康チェック
②リハビリテーション
　（機能訓練）
③昼　　食
④入　　浴
⑤創作活動、
　レクリエーション

い
ず
み
の
園
内
の

  

ふ
れ
あ
い
農
園
に
て

玉
ね
ぎ
収
穫

お花見

みんなでギョーザ作りに挑戦

●
ふ
れ
ん
ど
館　

課
長　

堂 

本  

高 

雄

☎
０
９
７
９
・
22
・
５
８
５
８

●
ふ
れ
あ
い
館　

主
任　

友 

清  　

 

賢

☎
０
９
７
９
・
23
・
５
６
８
６

●
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
い
ず
み　

主
任　

栗 

原  

洋 

一

☎
０
９
７
９
・
26
・
０
７
８
０

体
験
・
見
学
受
付
中
　

 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

！

サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域

   

中
津
市
・
吉
富
町
・
上
毛
町

「リハビリセンターから見た 
 冬の八面山」
〔タテ 92㎝×ヨコ124 ㎝〕

この作品は、作業療法として取
り組んだ「タイルモザイク」です。
ご利用者と職員が作業を行い、
２年４ヶ月かけて完成しました。



ゆめタウン中津●

市役所●

中津市医師会●
●

イオン●
三光　

市営総合●
グランド　

ローソン　
大貞店●万田交差点 ●大栄

シルバーハウジング
●

●かきぜサポートセンター
●

生きがいデイサービス
北堀川

　　●
教育福祉センター内
障害者生活支援センター
エマオ

　シニアレジデンス
●いずみの森●
クリニックいずみ

●東九州短大

至北九州

至豊前

国道10号線

国道213号線

至四日市

至宇佐

●木崎酒店

●ナフコ

●藤川笑楽園

●中津テニスセンター

●

山国川

上の原会館

ジョイフル

福
沢
通
り

国
道
212
号
線

いずみの園

JR中津駅

ご
利
用
者
の
声

●
陶
芸
が
と
て
も
楽
し
み
で
自
分
で
作
っ
た
ゆ
の
み
で
お
茶
を

　

飲
む
と
お
い
し
い
。

●
季
節
の
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
み
、
近
所
の
人
か
ら
「
若
く
な
っ

　

た
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

●
何
よ
り
、
ほ
か
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
会
っ
て
お
話
が
で
き

　

る
の
が
楽
し
み
で
、
生
き
が
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
デ
イ

　

に
来
る
日
は
前
日
か
ら
楽
し
み
で
朝
か
ら
準
備
に
心
が
は
ず

　

ん
で
い
ま
す
。
帰
り
が
と
て
も
さ
び
し
い
。

●
琴
好
会
の
方
々
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
う
の

　

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

●
皆
様
、
気
を
つ
か
う
こ
と
も
な
く
、
和
気
あ
い
あ
い
で
過
ご

　

せ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

●
近
所
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
相
手
も
い
な
い
の
で
デ
イ
に
来
る

　

と
楽
し
い
。

いずみの園 通所サービスへようこそ!! ■デイサービスセンターふれんど館
■デイサービスセンターふれあい館
■リハビリセンターいずみ

■かきせサポートセンター
　●デイサービスセンターかきぜ
　●障がい者デイサービス（障害者自立支援法 生活介護）
　●生きがいデイサービス北堀川

　

か
き
ぜ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
北
部
校
区
の
蛎
瀬
に
位
置
し
、

住
宅
地
の
中
に
あ
る
事
で
、
近

隣
の
方
が
気
軽
に
相
談
や
遊
び

に
来
ら
れ
る
、
地
域
に
密
着
し

た
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
グ
レ
ー
ス
保
育
園
で

あ
っ
た
建
物
を
改
築
し
、
小
規

模
で
多
機
能
性
を
持
っ
た
施
設

と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。
園

児
が
走
り
回
っ
て
い
た
園
庭
も
、
今
は
高
齢
者
が
歩
行
訓

練
を
兼
ね
散
歩
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
と
し
て
は
、
機
能
訓
練
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
（
陶
芸
、
ビ
ー
ズ
手
芸
、
編
み
物
な
ど
の
手
工
芸
）

が
あ
り
、
他
に
も
季
節
行
事
と
し
て
、
花
見
ド
ラ
イ
ブ
や

地
域
の
祭
り
「
楽
市
楽
座
秋
祭
り
」
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

外
出
行
事
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
取
り
組
む
中
で
、
楽
し

み
な
が
ら
機
能
の
維
持
、
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

か
き
ぜ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し
て
、
通
常
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
障
害
者
自
立
支
援
法
で
行
わ
れ

て
い
る
生
活
介
護
（
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
も
実
施

　

２
０
０
６
年
５
月
９
日
に

開
所
し
て
か
ら
、
早
10
ヶ
月

が
た
ち
ま
し
た
。
当
初
４
名

で
週
１
回
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
今
で
は
20
名
に
増

え
、
現
在
週
２
回
（
火
、
木
）

実
施
し
て
い
ま
す
。
空
き
家

だ
っ
た
民
家
を
利
用
し
て
い

る
た
め
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ

ろ
げ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。

　

家
族
的
な
雰
囲
気
の
中
、

午
前
中
は
歌
や
体
操
、
午
後
は
陶
芸
、
季
節
行
事
、
ド
ラ

イ
ブ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
方
も
明
る
い
笑
顔
を
さ
れ
、
他

の
ご
利
用
者
と
和
や
か
に
話
が
弾
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち

職
員
も
ご
利
用
者
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
人
と

の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
「
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
任
の
Ｐ
Ｔ
（
理
学
療
法
士
）
に

よ
る
リ
ハ
ビ
リ
や
機
能
向
上
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
は
中
津
市
の
委
託
を
受
け
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

も
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
も
楽
し
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
き
ぜ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

営
業
日
／
月
〜
土
曜
日

　

時　

間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分 

●
か
き
ぜ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

主
任　

豊 

田  

毅 

士

☎
０
９
７
９
・
26
・
０
０
３
９

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。（
対
象
サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域 

中
津
市
）

●
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
北
堀
川　

担
当　

長 

門  

真 

理

☎
０
９
７
９
・
26
・
０
０
３
９

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
き
ぜ

●
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

  

（
障
害
者
自
立
支
援
法 

生
活
介
護
）

定
員
20
名

定
員
５
名

�

体
験
・
見
学
受
付
中
　

 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

！

サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域

   

中
津
市
・
吉
富
町
・
上
毛
町

定員15名

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
北
堀
川

　

営
業
日
／
火
・
木
曜
日　
　
　
　

　

時　

間
／
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時



いずみの園だより　第47号

�

●対 象 児　小学校低学年（１年生～３年生）の放課後児童
●定　　員　30名
●開 所 日　日曜日、年末年始（12月30日～１月２日）を除く日、その他必要な場合
●開所時間　＊平日：放課後から17時30分まで。（ただし、保護者の勤務の都合などによっては
　　　　　　　ご相談の上18時30分までお預かりすることもできます。）
　　　　　　＊土曜日、祭日、春・夏・冬休み：午前８時30分から17時30分まで。（ただし、保
　　　　　　　護者の勤務の都合などによってはご相談の上18時30分までお預かりすることも
　　　　　　　できます。）

●費　　用　会費／月額　5,000円、保険料／年間　3,600円、その他／活動費用に係る実費
　　　　　　＊給食費も含め、毎月20日〆、翌月27日の銀行引き落としとします。
●給　　食　＊土曜日・祭日・長期休暇の場合、希望者にはお昼の給食を行います。
　　　　　　　１食当り250円です。希望する場合は、事前にご連絡ください。
●指導内容　＊遊びを通じてルールと豊かな人間性を育てる。
　　　　　　＊お年寄りとの交流を通し、思いやりの心を育て、異世代文化にふれる。

　　　　　　＊地域活動を通じ、自分の住む町を知る。

お問い合わせは  ☎0979-26-0039  かきぜサポートセンター  まで

　「児童クラブ」は、平日の放課後や土曜日・長期休暇等に、労働等により保護者が自宅にいない小学１～３年生の児

童を対象として、授業終了後安全かつ健全な育成を図ることを目的に運営されます。

　いずみの園では、４月より市の委託を受け、中津市が実施する放課後児童健全育成事業に基づき、「いずみの園児童

クラブピーター」として、放課後児童の育成を行うことになりました。現代の子ども達は、少子高齢化・核家族化の中にあっ

て、人との結びつきが薄くなってきています。その様な環境の中、高齢者・障がい者・子ども達・職員も一緒に自然な

かたちで、互いにお世話をしたりお世話されたりし合える関係づくりをし、障がいの有無も年齢差も関係なく、楽しく

生き生きとした時間が過ごせるように努めていきます。また、子ども達が生まれ育っていく場所にとけ込み、地域の方々

とささえあいながら交流し、共に育ちあいたいと思います。

いずみの園児童クラブ ピーター
～新年度より かきぜサポートセンター 内に開設～

　第12回いずみの園ボランティア交流会を３月
１０日（土）に開催しました。いずみの園では多く

の方々がボランティアとして支えて下さっています。

　当日は、ご参加下さった皆様に完成間近の新型

特養をご見学いただいた後、岩崎特養事業部長か

ら「いずみの園のケアの流れと新型特養について」

として話をさせていただきました。

　また、認知症特任課長でもある尾崎グループホ

ーム課長の「認知症ケアについて」の講演では「父

が存命中にこの話を聞いておきたかった…。もっ

と理解してあげられたかもしれない」と涙ぐまれ

ていた方もいらっしゃいました。皆様の日頃のお

働きに感謝し、更なる交流を深めるための会を

今年も開催出来たことを嬉しく思います。

ボランティア交流会 お
は
よ
う
21
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た

介
護
情
報
専
門
誌

　

介
護
専
門
職
の
総
合
情
報
誌
で
あ
る

「
お
は
よ
う
21
」
２
０
０
７
年
４
月
増
刊

号
（
発
行　

中
央
法
規
出
版
社
）
に
、

当
い
ず
み
の
園
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。「
お
は
よ
う
21
」
誌
は
月
刊
で
す
が
、

春
と
秋
に
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
を
深
く
掘

り
下
げ
る
内
容
の
増
刊
号
が
発
刊
さ
れ

ま
す
。

　

今
回
は
「
法
人
理
念
を
ど
う
伝
え
て

い
く
か
」
と
い
う
題
で
、
冨
永
健
司
総

合
施
設
長
が
寄
稿
し
、
４
ペ
ー
ジ
に
亘

っ
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
責
任

の
大
き
さ
を
肌
で
感
じ
、
利
用
者
と
か

か
わ
り
、
利
用
者
か
ら
学
ぶ
」
と
の
タ

イ
ト
ル
で
巻
頭
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
、「
理

念
は
職
員
と
利
用
者
を
つ
な
ぐ
絆　

い

ず
み
の
園
の
新
人
研
修
か
ら
考
え
る
」

と
し
て
、
取
材
い
た
だ
い
た
内
容
を
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
共
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ

く
機
会
を
与
え
ら
れ
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。



�
ー お問い合わせ・ご相談は ☎23-1616㈹ ー

土
に
親
し
む
〝
森
の
農
園
〟

　

  

ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
え
ま
し
た
！

　

い
ず
み
の
森
に
は
300
坪
ほ
ど
の
農
園
が
あ

り
ま
す
。
ご
入
居
い
た
だ
い
た
方
に
、
土
と

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

先
日
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
を
植
え
ま
し

た
。「
ホ
ッ
カ
イ
コ
ガ
ネ
」
と
い
う
、
実
が
黄

色
味
が
か
っ
た
メ
ー
ク
イ
ン
系
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
で
す
。
６
月
初
旬
に
は
収
穫
予
定
！
掘
り

た
て
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
何
を
作
ろ
う
か
？
と
、

ご
入
居
者
の
皆
さ
ん
と

話
が
弾
ん
で
い
ま
す
。

　

他
に
も
時
期
に
応
じ

て
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ピ
ー

マ
ン
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
な
ど
を

植
え
て
行
く
予
定
で
す
。

獲
れ
た
て
の
野
菜
を

使
っ
て
、
野
菜
料
理
パ
ー

テ
ィ
ー
も
い
い
で
す
ね
。

所在地　大分県中津市永添上ノ原2765
交通　JR日豊本線「中津」駅より車で約15分

開設年月日　2006年２月１日
施設類型　住宅型有料老人ホーム
土地の権利形態　社会福祉法人 九州キリスト教社会
福祉事業団所有
居住の権利形態　利用権方式
事業主体・運営管理　社会福祉法人 九州キリスト教
社会福祉事業団
構造・規模　一戸建て（平屋造り）８棟（1LDK６棟、
2LDK２棟）および管理棟１棟

入居時の要件　お一人でご入居の場合、60歳以上で
あること。ご夫婦でご入居の場合、どちらか一方が

60歳以上であること。ご夫婦以外でご入居の場合、
両者の関係が三親等以内の血族もしくは一親等以内
の姻族であり、両者とも60歳以上であること。健康
保険（医療保険）、介護保険に加入していること。
介護保険　在宅サービス利用可
住宅数　８棟
敷地面積　78.37㎡～92.13㎡（駐車場含む）
居室タイプ　1LDK６棟、2LDK２棟、全棟一戸建て

入居時にかかる費用
入居一時金　Ａ タ イ プ（2LDK）800万円
　　　　　　Ｂ・Ｃタイプ（1LDK）650万円

毎月かかる費用　合計１人入居100,000円～
　　　　　　　　　　２人入居120,000円～
〈内訳〉
家賃　Ａ タ イ プ（2LDK）100,000円
　　　Ｂ・Ｃタイプ（1LDK）   80,000円
管理費　１人20,000円、２人40,000円
※お食事を希望される方には、配食サービスを承っ
ております。（朝食300円、昼食600円、夕食600円）
※その他、各住戸内の電気代、電話代、新聞購読料
などは各自別途負担となります。

[お問い合わせ]

随時、見学および体験入居を受付中です。

☎0979-33-7070
電話受付／9：00～17：00〈無休〉

http://www.izuminosono.jp/izuminomori/

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

　

  　

ス
ィ
ー
ツ
教
室
開
催
中
！

　

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
い
ず
み
の
森
で
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
貢
献
す

る
た
め
、
い
く
つ
か
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
い
ず
み
の
森
の
管
理
棟
で
あ
る
パ

ウ
ロ
館
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
地
域

の
皆
様
と
ご
入
居
者
が
、
共
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
企
画
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
「
ス
ィ
ー
ツ
教
室
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
入
居
者
の
お
一
人
が
若

い
頃
洋
菓
子
作
り
を
学
ん
だ
経
験
を
活
か
し
、

お
菓
子
の
作
り
方
を
伝
授
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
ほ
ぼ
月
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
、
ご
入
居
者
の
他
、
管
理

栄
養
士
な
ど
を
講
師
に
招
き
、
季
節
に
ち
な

ん
だ
お
菓
子
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

参
加
は
ど
な
た
で
も

自
由
で
す
が
、
材
料
を

準
備
す
る
関
係
上
、
事

前
の
申
込
み
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
費
用
は
、

材
料
代
と
し
て
１
回
に

付
き
３
０
０
円
程
度
、

教
室
は
３
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
試

食
を
か
ね
た
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
の
お
し
ゃ
べ

り
も
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
や
内
容
は
い
ず
み
の

森
に
お
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

ベ
テ
ル
ハ
ウ
ス
で
、

開
設
時
か
ら
入
居
さ
れ
て
い
た
ご
利
用
者

が
永
眠
さ
れ
た
。
笑
顔
の
優
し
い
方
で
あ
っ

た
。
大
病
を
抱
え
て
お
ら
れ
、
突
然
の
急

変
も
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
ご
家
族
と
ス

タ
ッ
フ
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
終

末
の
時
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
迎
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
す
ぐ
隣
に
あ
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ド
ク
タ
ー
や
看
護
師
も
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

三
日
前
か
ら
変
調
が
う
か
が
わ
れ
、
苦

し
げ
な
様
子
で
は
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
介
助
で
前
日
ま
で
自
室
の
ト
イ
レ
を
利

用
す
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
延
長

上
で
の
最
期
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
特
別

に
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
終
末
）
ケ
ア
を
行
っ
て

い
る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
い
つ

も
通
り
た
だ
淡
々
と
、
そ
の
人
が
そ
の
人

ら
し
い
生
活
を
全
う
で
き
る
よ
う
、
傍
に

居
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
ス
タ
ッ

フ
が
話
し
て
く
れ
た
。
長
い
時
間
お
傍
に

居
る
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
家
族
の
よ
う

な
思
い
で
接
し
て
い
る
ご
利
用
者
と
の
別

離
は
、
寂
し
く
ま
た
悲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
三
年
間
の
沢
山
の
思
い
出
と
、

色
々
な
お
教
え
に
感
謝
し
て
…
。

　

う
つ
し
世
の

　
　

ま
た
の
え
に
し
は
叶
わ
ね
ど

　
　
　

末
に
は
逢
は
む
時
至
り
せ
ば
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編集：企画課・広報委員会　ご意見ご感想をお寄せ下さい。 ☎0979ー23ー1616㈹   いずみの園企画課

　いずみの園では「安全・安心」なサービスを提供

するため、法人を挙げて防災へ取り組んでおります。

　園内には防災委員会を組織し、医療品・食料品・水・

非常用バッテリーといった防災用品の備蓄や、防災

計画に則った毎月の防災訓練を行っています。また、

消防機関の検査を受け『防火優良認定証（防火セイ

フティマーク）』も取得しています。

　例年３月には、春季全国火災予防運動にあわせて消

防署、地域の皆様のご協力のもと総合防災訓練を開催

しております。今年も運動週間の初日である３月１日

（木）を「2006年度いずみの園防災の日」とし、消防
署員による各種避難救助訓練や消火実演、消防車両・

救急車両・消防工作車の展示、いずみの園防災資器材

の展示、防災食の試食会等を行いました。我々いずみ

の園も地域の一員として、地域の安全の確保・防災力の向上に努め、安

心で安全な地域づくりに貢献したいと願っています。

　今回の訓練の出火想定場所は

ケアハウス４階ゲストルームに設

定しました。その中で４階に取り

残された被災者（職員）を、マ

スクを装着し酸素ボンベ等を背

負った重装備の消防署員さんが

救出する、という訓練を行いま

した。より実際に近い形で訓練を行うため、

担架に人をのせて、４階分の階段を降りて

くれました。見守るご入居者も、看護師の

もとに無事到着する様子に「心強いね！」

と笑顔でした。

●ご入居者のコメント
　「火災、地震などの災害はいつ起こるか分
　からないので、日頃からの訓練を真剣に取
　り組むことが大切だと思います。」
●昔、住んでいた地域で消防団長をしていた
　方のコメント
「今回の総合防災訓練は聖愛ホーム出火想
定であり、毎月の訓練の成果が発揮できた
と思います。いずみの園は防災への取り組
みがきちんとしているので安心です。」

最長 36.4m（12 階建てビル相当）まで伸びる
はしご車も実演展示 職員も担架で救助搬送 看護職員への連携もスムーズに

4階からの救助もプロの技で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  全員避難できたか点呼で確認

いずみの園 防災の日
（総合防災訓練）2007年3月1日


